
      

道長くん 

げんじものがたり／いしいしんじ 

「いま、京都で生きてて、近所に住んでる、話し上手の３０代のお姉さんが、 

目の前にすわって、語りかけてくれるおはなし」のつもりの現代語訳 

だと著者のいしいさんが話しています。 

「自分、詰め甘いわ」 「そんなにもイヤなんかな、マジで、この僕が。 

ああ、しゃれならん落ち込む」 終始こんなセリフで展開されるます。 

「桐壺」帖から「葵」帖までの 9帖を原文に忠実に訳した作品。 
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源氏物語に注目 ～光る君へ 

今年の NHK大河ドラマ「光る君へ」 舞台は平安時代、世界で最初の小説と考えられている

「源氏物語」の作者・紫式部が主人公です。 

彼女は秘めた情熱とたぐいまれな想像力で、光源氏＝光る君の物語を紡いでゆきます。変わり

ゆく世を、変わらぬ愛を胸に懸命に生きた女性の物語です。 

 

「源氏物語」は全 54帖（巻）からなる大長編、千年の時を超え読み続けられている 

ベストセラー。これまで多くの作家によって現代語訳されてきました。 

与謝野晶子、谷崎潤一郎、瀬戸内寂聴、橋本治、角田光代 ｅtc・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英国人の東洋学者アーサー・ウェイリーによって英語全訳もされ、日本だけではなく 

世界中で知られています。そしてウェイリーによる英語訳を又、日本語訳し直すという 

逆輸入訳も。ニュアンスが変わるのでしょうか（左橋の本、デザインが全然違いますね）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「源氏物語」といって思い浮かぶのは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

源氏物語・紫式部 特集コーナーには 

他にも、関連本を展示しています 

 

 

こんなのもある 

あさきゆめみし／大和和紀 

１９８０年に発売され読み継がれている 

源氏物語のマンガ版。全巻所蔵しています。 

 

大和和紀『あさきゆめみし』と 

源氏物語の世界（平凡社） 
 「あさきゆめみし」の世界を研究者が解説。 

登場人物図鑑やイラストが満載。 

 

ミライの源氏物語／山﨑ナオコーラ 

現代の人が「源氏物語」を読むのにハードルとなるのは言葉

の違い（古文の読解）ですが、もうひとつ、倫理観の違いも言わ

れます。  

著者の山﨑さんが愛してやまない「源氏物語」に 

描かれたルッキズム,、マウンティング、不倫、 

貧困問題、など現代では違和感を抱かれる 

内容をときほぐし、より身近に感じるよう 

現代的な訳を併せた源氏物語エッセイ。 
 

紫式部本人による現代語訳 

「紫式部日記」／古川日出男 
「あなたはいまからわたしの日記をのぞこうとしています。 

そうしてもらってけっこうです。けれども心がまえいという 

ものはほんの少しだけいるかもしれません」 

 なんだか意味深な書き出しから始まる日記。 

紫式部が宮中の日々の様子や噂を綴った独り言。 

まるでブログ?！ 

独り言。 
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